
- 1 - 

 

「健やか親子いきいきプランみえ(第２次)」の進捗状況について        

                          
１．平成２８年度の取組概要 
  平成２８年度は計画の２年目にあたり、引き続き、計画の周知を行うとともに、 

「市町の実情に応じた母子保健体制の構築」に向け、「まるっとサポートみえ」（三重県 

版ネウボラ）を推進するため、母子保健体制構築アドバイザーの市町訪問による市町 

の現状把握と課題の整理、市町の人材育成、市町間の情報交換等を中心に取り組みま 

した。 

また、「切れ目のない妊産婦・乳幼児への保健対策」の推進に向け、｢子育て世代包 

括支援センター」の整備や妊娠・出産包括支援事業、子ども・子育て支援法の相談支 

援事業の母子保健型への取組が進み、国や県の補助を利用しながら、取組を進める市 

町が徐々に増えつつあります。 

 

２．重点課題別の評価と課題 
（１）切れ目のない妊産婦・乳幼児への保健対策 

 

 目指す姿 ＜５年後＞（平成３１年） 

○ 市町において、保健センター、子育て支援センター、医療機関等の関係機関の間で 

妊産婦やその家族についての情報が共有されており、どの窓口に相談をしても円滑 

に必要な母子保健サービスが受けられる体制が整備されています。 

○ 市町において、それぞれの地域の母子保健の状況を把握し、取組の内容や推進体制 

等についての強みや弱みを分析したうえで、地域の実情に応じて切れ目なく必要な 

母子保健サービスが提供されています。 

 

① 県の具体的な取組内容 

○ 地域の実情に応じた切れ目のない母子保健体制の構築をめざし、県に配置した 

母子保健体制構築アドバイザーによる市町支援を行うとともに、市町の母子保健 

サービスの中心的な役割を担う母子保健コーディネーターを育成しました。(母子 

保健コーディネーター育成数：４２人、子ども子育て支援法による利用者支援事 

業母子保健型の実施市町数：１１市町) 

○ 市町における産後ケアの取組を推進するため、市町事業に対する補助を実施し 

ます。(実施市町数：１０市町) 

○ 乳幼児のむし歯の予防や健全な口腔機能の発育のため、市町での歯科保健活動 

を支援しました。 

 ○ 不妊症や、不育症等の相談及び経済的支援に対応するため、不妊相談センター 

   における不妊相談及び特定不妊治療等に対する助成を行います。  

（不妊相談件数１８３件、特定不妊治療助成申請件数１，３０８件、男性不妊 

助成申請件数９件 Ｈ２８.１２末） 

 

資料１ 
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引き続き、母子保健体制構築アドバイザーの派遣、母子保健コーディネーターの育成、 

国庫補助事業（産後ケア等）の活用等、市町の体制整備に向けての支援が必要です。 

  「フッ化物歯面塗布を実施している市町数」は、市町数が増加しておらず、今後も市 

町の歯科保健活動に対する支援の継続が必要です。 

  「県独自のすべての不妊治療助成事業に取り組む市町数」については、平成２８年 

度で１４市町となりました。引き続き、国補助事業の特定不妊治療費助成及び男性 

不妊治療費助成に、県単独事業の特定不妊治療費の上乗せ助成、第２子以降の特定 

不妊治療費助成、不育症治療及び一般不妊治療への助成を加えた総合的な経済支援 

と、不妊や不育症に悩む方への専門相談を実施する必要があります。 
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（４）育てにくさを感じる親に寄り添う支援 

 

目指す姿 ＜５年後＞（平成３１年） 

○  市町保健センターが保育所等において、育てにくさを感じている親を早期に発見

し、住み慣れた地域で生活していくために必要な支援につなげる体制が整備されて

います。 

○  医療的ケアが必要な子どもが安心して健やかに育てられるよう、保健・医療・福

祉・教育分野が連携し、総合的かつ継続的な支援が行われています。 

○ 発達支援が必要な子どもが健やかに成長できるよう、市町等との連携により途切 

れのない支援体制が構築されています。 

 

① 県の具体的な取組内容 

○ 平成２９年６月の開設に向けて、三重県立子ども心身発達医療センターの建築 

工事を推進するとともに、運営面での検討、関係機関との協議を深めました。 

○ 市町担当者会議を開催し、保健・福祉・教育の機能が連携した総合支援窓口の 

設置又は整備を働きかけるとともに、専門人材である「みえ発達障がい支援シス 

テムアドバイザー」を養成しました（平成２８年度受入数６名）。 

また、医療従事者を対象とした研修会の開催等を通じて関係機関との連携を深 

め、重層的な発達支援体制の構築をめざしました。（医療従事者を対象とした研修 

会Ｈ２８．１０．２開催（延べ９３人参加）） 

○ 「ＣＬＭと個別の指導計画」の保育所、認定こども園、幼稚園への導入を進め 

るために圏域別の研修会を開催するとともに、保育所等への巡回指導を実施しま 

した。（県内４圏域、延べ５３２名参加） 

また、「ＣＬＭと個別の指導計画」の実施にかかる効果測定調査を関係市町の協 

力のもと実施しました。 

さらに、皇学館大学教育学部の学生を対象に「ＣＬＭと個別の指導計画」の講 

演会を行い、普及啓発を図りました。（Ｈ２８．７．２８開催、６１名参加）  

○ 発達に関する総合相談窓口において電話相談に対応し、子どもや保護者、関係 

者に助言を行うとともに、発達に関するシンポジウムや啓発講座等を開催し、広 

く県民に広報を行いました。 

また、短期入所事業を実施し、肢体不自由児の家族への支援を行いました。（あ 

すなろシンポジウム：Ｈ２８．８.２６開催・約４５０人参加、草の実ＲＣ地域療

育支援研修会：Ｈ２８．１０.２３開催） 

○ 小児の在宅医療に対応できる保健・医療・福祉・教育等の多職種による連携体制  

  の構築や人材育成等の取組を行う市町等への支援を行うとともに、超重症児を受け 

  入れることができるレスパイト・短期入所事業所の増加に向けた取組を行う関係機 

  関への支援を行いました。（三重県小児在宅研究会 Ｈ２８.６.１９、Ｈ２８.１

０.１６開催） 

 

 








